近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１１クール日報（３月４日～３月１０日）
	報告日
天気
	３月８日（金）
雨、曇り
（気温：０度～８度）
	報告者
	兵庫県社協　宮﨑
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１１クール：堤、永田、真鼻、高橋、坊下、長谷川、宮﨑（堺）、小林、大関、宮﨑（兵庫県）

	（主な日程）
	7:15 ホテル出発
8:00 七尾市文化センター着
8:30 朝礼
9:00 ボラ受付・全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:15ボラ送り出し完了（東湊、南大吞、北大吞、崎山、袖ヶ江、和倉、田鶴浜、西湊）
 ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）等
15:30 本部で活動者報告受付
16:05 本部で県ボラバス見送り
	<本部以外の動き>
・仮仮置場－希望の丘公園テニスコート（１日目）
・

	
	17:30 終礼
18:15 翌日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:30 明日の活動準備終了
21:00 ホテルで12クールと顔合わせ・概略説明
22:10 解散

	報告事項

	〇VCの状況
［V93名（延べ135名）、現地調査18件（一般13件、現場系0件、キャンセル5件）ニーズ対応22件（うち完了20件、継続2件）］
・マッチング班：軽トラのオイルランプエラー表示は警告で運転には支障ないが、確認必要。ハイエースに廃棄物を載せて運搬する事例が発生（JC）→車両はJC所有ではなく災害VCがレンタルしているため、積載での傷を防ぐため禁止行為。活動に必要な資機材を持ち込むことは許容範囲。軽トラの自家用車からの乗り換えは数名成功。また、県ボラバス参加者から軽トラ運転者を募ることも試行できた（仮仮から仮置場への搬入待ち時間によっては、活動終了に影響するので注意）。
・資機材班：燃えるゴミの持ち込みを週1回（月曜PMに変更可能性有）。活動後のブルーシート掃除・乾燥を室内ではなく室外でも行えるようになった。
・現地調査班：調査訪問時に、市作成の支援制度一覧を渡すようにしており、災害Vで対応ができない場合も、情報提供でフォローできるようにしている。公費解体の動きも出ており、最初の相談時から状況が変化している事例も多い。
・仮仮置き場班：仮置場への搬入が思ったより進まなかった。午後から悪天候で仮置場の待ち時間が０分となったが、活動終了時間を鑑み無理ができない。カバンや灯篭等の仮置場へ持ち込めない物の持ち込み事例が一定数あり、マッチング説明時にも再周知徹底。
・全体：軽トラの地元Vは何回も活動をしており、仮置場で処理できるものの知識も蓄積している。班リーダーは軽トラVらとも相談しながら活動をするよう促す（現場では実際多く確認作業が行われている）。
　災害VCの軽トラのガソリンが減っている車両多い。現状時間の猶予なく次の活動先へ誘導しているが、給油も確実にするよう声掛けを行う。また、県ボラの場合も同様に注意が必要。

	今後の主な予定
	明日3/9日(土)の大きな動き
・12クールへの引継ぎ
・雪予報の中、40名程度のVを活動へつなげる。県ボラバスが中止を発表していない＝活動できるとの判断。ただし、休憩はこまめにとれるよう声掛けを行う。
・テニスコート駐車場仮仮が最終日となるため、午前中の早い段階で班ごとの活動の目途を立て、仮仮に集約し仮へ搬入する。8日も悪天候時に仮待ち時間が０分となったため、積極的に仮へ搬入を計画。

	調整課題・所感等
	・朝のV受付から全体オリテ、個別オリテを２階だけで完結させているため、80名を超える場合ボランティアの動線が混乱している様子。過去に１階でシールに記名や個別オリテをしたこともあるため、適正なやり方を試行錯誤する必要がある。
・仮仮担当Vから軽トラVを選出した場合、個別オリテを行った職員が出発まで付きっ切りで誘導する必要がある（活動人数が多い、軽トラの場所や注意点を伝える、V送迎車と連動して動けるよう指示だし）。希望の丘仮仮は、トイレがないことからも、出発までにトイレで離脱するなど人数管理の徹底が重要。
・複数回対応しているニーズでは、現調時の写真と実際の家の状況が異なることから、想定以下の活動量となった旨活動報告有。指示書には過去の活動状況まで掲載されないので、活動状況の報告書も確認し説明する丁寧さが必要になる。ただし、１日のマッチング件数が増えれば、前日の準備段階でそこまで丁寧な対応が難しい場合も大いに想定される（80人マッチングに向けたニーズ票の印刷・準備で2時間を要する日もあるため）

	その他
	・ユナイテッドかながわの仮仮Vから、「今後ユナイテッド活動の廃棄物を何でも仮仮に運んでよい」との指示ありと聞取り。七尾市VCはそのような指示をしていないため、七尾市社協から確認をする。かつ、仮仮Vから「自分の活動が必要か」との発言もあるが、上記のことからも進んで活動してほしい意思表示はできない。



